








































要約

　米国の栄養教育学会誌に掲載されたレビューを主として使用し,あわせてカナダの幼児

のための食教育指針を使用して文献研究を行った.研究対象としたレビューは,栄養教育の

有効性を科学的に分析した研究のみが取り上げられており,「食教育の食生活習慣の形成

に与える影響」を研究する上で有益な示唆を与えるものである.本文献研究から明らかに

なったことは,子どもは,生来,新しい食べ物には防御的本能から拒否反応を示すものであ

るが,適切な栄養教育を行うことにより様々な食べ物に対する嗜好や受容を増大させるこ

とは可能であること,そのためには両親,教師,食事関係者の協力が必要であり,かつその

人々への栄養教育もまた必要であるということである.幼児期の良い食生活習慣の育成に

有効な食教育の方法は,知識の習得・情報の普及をもたらす戦略よりも,発達段階に応じた

食にかかわる活動を通して食べ物に対する肯定的な態度を育成する行動科学的アプローチ

に基づく方法である.レビューされた研究から,介入が成功した場合には次のような要素が

栄養教育の有効性に寄与することが示唆された;両親/家族のかかわり:教師と両親または

家族が協力することは単独の場合よりもより影響力をもつことができる;行動に焦点化さ

れたアプローチ:大人や仲間のモデリング,適切なほうびの使用などは教訓的な教えをせず

に幼児の行動変容をもたらすことができる;発達的に適切な学習経験と教材の利用;食べ物

に関連した活動および活動に基づいた教育戦略:強制的ではない環境の下での食べ物に関

連した活動が最も有効である.


